
マラウイ月報（２０２３年６月） 

 

【外交】 

１． 「チャクウェラ大統領、Ａｆｒｅｘｉｍｂａｎｋ会合のためガーナへ」（１９日付タイムズ紙） 

 チャクウェラ大統領は、第３０回アフリカ輸出入銀行（Ａｆｒｅｘｉｍｂａｎｋ）会合に参加するため

にアクラを訪問。Ａｆｒｅｘｉｍｂａｎｋは、マラウイに対して、２つの工業団地建設のために、９，３

２０億クワチャの新たな資金提供を約束している。 

 

２． 「チャクウェラ大統領、国家副主席と相互関係について議論」（２９日付タイムズ紙） 

中国・アフリカ経済貿易博覧会に参加するために中国を訪問しているチャクウェラ大統領は、韓正国家

副主席と会談を行った。 

 

【経済】 

１． 「水道料金、５０％の値上げ」（７日付ネーション紙） 

 各水道公社による水道料金の平均５０％の値上げを受け、消費者協会会長は、値上げを２０％以下に

するよう求めている。 

 

２． 「ドイツの裁判所、５億６，３００万クワチャのＡＩＰ資金回収を命じる」（７日付ネーション紙） 

 安価投入資材プログラム（ＡＩＰ）のために、Ｂａｒｋａａｔ Ｆｏｏｄｓ Ｌｉｍｉｔｅｄ社（英国）

に送金した７億５，０００万クワチャのうち、ドイツに留め置かれている約５億６，３００万クワチャの

返金をドイツの高等行政裁判所が命じた。 

 

３． 「政府、ＡＩＰ保険に１００億クワチャを支出」（７日付タイムズ紙） 

 政府は２０２２―２３年の農作物の栽培期において、天候の変化や気候変動の影響に対応するため、

ＡＩＰの保険に約１００億クワチャを支出予定。 

 

４． 「第１四半期の市中銀行による政府に対する融資額、２．５兆クワチャに」（８日付ネーション紙） 

 マラウイ中央銀行（ＲＢＭ）によると、第１四半期の市中銀行によるマラウイ政府への貸し付けは２．

５兆クワチャに達した。一方で、公的団体への融資は５８５億クワチャ、民間セクターへの融資は１７３

億クワチャ減少した。 

 

５． 「各都市に合計１９億クワチャの支援」（９日付タイムズ紙） 

 ムズズ、リロングウェ、ゾンバ、ブランタイヤの各都市が、ＥＵによる１８９万米ドル（約１９億クワ

チャ）の資金提供を受け、ＵＮＤＰおよび国連人間居住計画が国家災害管理局（ＤｏＤＭＡ）と協同で防

災プロジェクトを実施予定。 

 

 



６． 「マラウイ、経済拡大のためバナナ生産に４００万米ドルを確保」（１３日付ネーション紙） 

 政府は、１国１優先品目プロジェクトを通じたバナナの生産量拡大に意欲を示している。 

 

７． 「マラウイのＡＩＰ向け肥料保有量、８７，０００トン」（２１日付タイムズ紙） 

 ２０２３－２４年シーズンのＡＩＰのために、現在国内には８７，０００トンの肥料在庫がある。同期

間の肥料の必要量は１４９，１６４トンで、今後、６２，１６４トンの肥料を調達する必要がある。 

 

８． 「物価上昇圧力高まる」（２１日付ビジネス・タイムズ紙） 

 ５月のヘッドラインインフレ率は食品価格の継続的な上昇を受け、前年同月比で２９．２％に達した。

食料品のインフレ率は４月の３７．９％から３８．８％に上昇し、その他のインフレ率は１８．５％から

１８．４％と０．１ポイント低下した。 

 

９． 「チャクウェラ大統領、マラウイ炭素市場イニシアチブを発表」（２４日付ウィークエンドネーショ

ン紙） 

 ２３日、チャクウェラ大統領はマラウイ炭素市場イニシアチブを立ち上げ、カーボン・クレジットと気

候変動融資の可能性を示した。 

 

１０． 「タバコ収入、２億１，８００万米ドルに」（２７日付タイムズ紙） 

 タバコの取引事業者ＡＨＬタバコ社によると、マラウイ産タバコの収益は、販売第１１週終了時点で

前年同時期比２４．８％増の２億１，８５０万米ドルに達した。 

 

１１． 「燃料消費量、増加」（２９日付ネーション紙） 

 エネルギー規制庁によると、２０２１年から２３年にかけて、国内のディーゼル消費量は３５％、ガソ

リン消費量は２５％増加した。マラウイは輸入量よりも多くの燃料を消費しており、戦略的備蓄の放出

を余儀なくされている。 

 

１２． 「ＲＦＡ、Ｍ１道路維持管理に１７５億クワチャの予算を計上」（３０日付ネーション紙） 

 道路基金公社（ＲＦＡ）は、Ｍ１道路のブランタイヤ・リロングウェ間の有料区間改修のため、道路公

社に１７５億クワチャを割り当てたと発表。 

 

記事の内容にご質問のある方は、当館までお問い合わせください。 

代表電話：+265 885 302 222 

Email：embmalawi@lw.mofa.go.jp 


